
赤
木　
市
所
有
の
庁
舎
、
学
校
、
公
民

館
な
ど
公
的
不
動
産
（
Ｐ
Ｒ
Ｅ
）
の
多

く
は
旧
市
町
が
フ
ル
セ
ッ
ト
で
整
備
し

て
い
た
が
、
施
設
の
老
朽
化
や
少
子
高

齢
化
等
で
資
産
過
剰
や
維
持
管
理
経
費

の
増
大
な
ど
か
ら
、
適
切
か
つ
効
率
的

な
管
理
運
用
が
必
要
で
は
な
い
か
。
　

市
長
　
持
続
可
能
な
行
政
運
営
を
確
立

す
る
に
は
市
有
財
産
の
整
理
と
統
廃
合

は
避
け
ら
れ
な
い
。
市
有
財
産
を
経
営

資
産
と
捉
え
、
適
正
に
管
理
・
運
用
が

必
要
で
、①
保
有
総
量
の
縮
小
②
効
果

的
・
効
率
的
利
用
の
推
進
③
長
寿
命
化

の
推
進
な
ど
、
全
市
有
財
産
を
全
庁
的

な
推
進
体
制
で
中
長
期
的
に
取
組
む
。

【
防
災
・
減
災
へ
の
対
応
に
つ
い
て
】

赤
木　
①
非
構
造
部
材
対
策
に
つ
い
て

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
建
物
の
構
造

体
・
天
井
や
照
明
器
具
、
外
内
壁
な
ど

（
非
構
造
部
材
）
が
崩
落
し
、
死
傷
者

も
出
た
。
学
校
等
の
施
設
は
地
域
の
防

災
拠
点
（
避
難
所
）
と
も
な
り
、
耐
震

点
検
、
耐
震
対
策
が
求
め
ら
れ
る
が
。

教
育
部
長
　
平
成
23
年
度
に
市
内
27
カ

所
の
小
学
校
を
点
検
し
た
が
、
転
落
・

転
倒
防
止
措
置
が
で
き
て
お
ら
ず
、
す

べ
て
の
学
校
で
何
ら
か
の
対
策
が
必
要

と
わ
か
っ
た
。
中
学
校
の
耐
震
点
検
・

耐
震
対
策
と
あ
わ
せ
、
今
後
計
画
的
に

改
修
な
ど
に
取
り
組
む
。

赤
木　
②
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
導
入

に
つ
い
て

　
阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災

で
、
断
水
に
よ
る
「
ト
イ
レ
難
民
」
が

発
生
し
、
深
刻
な
状
況
で
あ
っ
た
。
水

洗
ト
イ
レ
等
が
使
用
で
き
な
い
、
仮
設

ト
イ
レ
の
汚
物
処
理
が
不
十
分
で
、
感

染
症
拡
大
の
危
険
性
か
ら
、
避
難
所
な

ど
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
導
入
を
提

案
す
る
。
　
　
　
　

建
設
部
長
　
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
は
下
水
道
に
直
結

し
、
そ
の
上
に
簡
易
ト
イ

レ
を
設
け
る
も
の
で
、多

く
の
人
が
利
用
し
て
も
直

接
下
水
道
に
流
す
こ
と
か

ら
汲
み
取
り
が
不
必
要
。

公
衆
衛
生
上
の
観
点
か
ら

も
緊
急
時
の
ト
イ
レ
確
保

は
重
要
な
対
策
と
考
え
る

の
で
避
難
場
所
に
は
整
備

の
検
討
を
し
た
い
。

若
山　
３
・
11
東
日
本
大
震
災
後
に
地

域
防
災・水
防
計
画
は
見
直
さ
れ
た
か
。

総
務
部
長
　
津
波
避
難
所
の
見
直
し
、

住
民
避
難
支
援
体
制
の
充
実
、
地
域
防

災
力
の
向
上
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

環
境
整
備
な
ど
、
津
波
災
害
対
策
を
強

化
・
充
実
す
る
こ
と
と
し
た
。
水
防
計

画
に
は
、「
津
波
」
を
明
文
化
し
、
安

全
確
保
の
規
定
も
新
設
し
た
。

　若
山　
ゴ
ル
フ
場
予
定
跡
地
に
災
害
避

難
用
ス
ペ
ー
ス
は
作
れ
な
い
か
。

企
画
部
長
　
現
時
点
で
は
、
敷
地
造
成

事
業
の
実
施
は
困
難
で
あ
る
。
土
地
権

利
関
係
を
確
定
し
、
仮
登
記
の
解
消
を

最
優
先
に
取
り
組
み
た
い
。

　若
山　
天
草
空
港
に
熊
本
空
港
の
サ
ブ

機
能
を
持
た
せ
る
計
画
に
本
市
の
対
応

は
。
　
ま
た
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
短
期
・
中
期
・
長
期
的
視
野
で

の
市
長
の
考
え
方
は
。

市
長
　
天
草
空
港
は
、
熊
本
空
港
の
サ

ブ
機
能
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、
天
草

地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て
検
討
さ
れ
る

よ
う
で
す
。よ
り
有
効
活
用
す
る
た
め
、

熊
本
県
と
協
議
し

た
い
。

　
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
は
、
短
期
に

人
命
を
守
り
、中
・

長
期
的
に
は
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
防

災
教
育
の
充
実
が

重
要
だ
と
思
う
。

　若
山　
防
災
関
連
事
業
と
し
て
国
・
県

道
の
法
面
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
市
道
や
河
川
へ
の
対
応
は
。

建
設
部
長
　
現
時
点
で
は
、
定
期
的
な

パ
ト
ロ
ー
ル
で
の
対
応
、「
予
防
保
全
」的

見
地
か
ら
、計
画
的
に
取
り
組
み
た
い
。

　若
山　
森
林
災
害
対
策
と
し
て
、
市
有

林
整
備
の
現
況
と
対
策
は
。

経
済
部
長
　
ダ
ム
上
流
は
、
水
源
涵
養

保
安
林
に
指
定
さ
れ
、
保
安
林
整
備
事

業
と
し
て
間
伐
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
今
後
も
治
山
ダ
ム
建
設
な
ど
に
よ

り
、
土
砂
流
出
防
止
や
針
広
混
交
林
化

に
向
け
て
森
林
整
備
を
進
め
て
い
き
た

い
。

Ｐ
Ｒ
Ｅ
戦
略
を
積
極
的
に
推
進
す
べ
き

赤
木

若
山

若
山

若
山

若
山

若
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赤
木

赤
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市
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ダッシュ８

一般質問

・今までは、日本に滞在する外国人には外国人登録証明書が
発行され、住民票がありませんでした。今回の改正により
３カ月以上滞在する外国人には住民票が作成されるように
なりました。
・今までは結婚しても外国人は住民票に記載されませんでし
たが、今回の改正により記載されるようになりました。
※この条例は７月９日から施行されています。

　現在、市が管理運営を行っている「本渡児童セ
ンター（本渡町本渡）」「わくわく本渡児童館（丸
尾町）」に指定管理制度を導入し、公の施設とし
て円滑な管理運営を図っていきます。
※指定管理制度：市から一定額の指定管理料を受
け、企業や地域などの団体が公の施設の管理・
運営を行う制度です。

五和中学校（現在、旧五和西中の仮校舎を使用）
五和小学校（御領鬼池小・城河原小・手野小・
二江小、統合）は平成26年4月開校に向けて工
事が進められています。
※市の条例に基づき、工事請負契約の予定価格
が１億５千万円以上の場合は、議会の議決が
必要になります。

天草市児童館条例の一部を改正

契約案件　原案可決

外国人登録法の廃止及び住民基本台帳法の一部を改正

五和中学校建設事業第Ⅱ期造成工事

議案番号 件　　名 概　　要 契約業者 契約金額

議第
67号

工事請負契約の締結
「五和中学校建設事業
第Ⅱ期造成工事」

学校用地造成による雨水等
流出の増大を防ぐための調
整池を整備する工事です。

株式会社
中村建設 １億6,254万円

条 例 改 正

工 事 請 負 契 約 の 締 結

あまくさ市議会だより 11 あまくさ市議会だより 10


